
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

12月 15日（土）に淡路島で中播磨地域ビジョン委員対象の研修会を開催しました。 

移動途中のバスの中では、寺子屋ネットワーク代表の竹原氏に論語のお話をしていただき、全員で論語を素

読しました。「人のために活動しているビジョン委員会の皆さんは、良い運を招き入れる」とエールを送って

いただきました。 

淡路島では、まず始めに北淡震災記念公園を見学し、改めて阪神・淡路大震災の被害の大きさに驚くととも

に、災害への備えの必要性を感じました。次に、淡路地域ビジョン委員会の活動が活発ということで、４つの

分科会代表者に活動報告をしていただきました。「鳴門の渦潮を世界遺産に！」と普及啓発に取り組んでいる

淡路地域ビジョン委員会の小田委員長は、小学校での出前講座の内容を実践してくださいました。 

また、姫路市在住で、淡路島にて小学校跡地を利活用しレモン栽培に取り組んでいる梅澤氏に活動発表をし

ていただき、姫路市と淡路島を繋いだレモンによる地域活性化の可能性を示唆していただきました。 

その後、滝川記念美術館 玉青館に会場を移動し、南あわじ市教育委員会職員から、奇跡的に発見された「松

帆銅鐸」について、発見された当時の逸話とその重要性をお話しいただきました。さらに、日本遺産の構成文

化財に認定された「松帆銅鐸」を活用して、南あわじ市のみなさんが地域活性化に取り組まれていることを教

えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 
 
● １０月２８日（日） 「中播磨地域活動交流メッセ」に参加 

プラスチック製ストローを使って、エビ（500 匹程度）を皆で作成し、 

子ども用のビニールプールで“エビ釣り”を開催。イベント開始時より 

沢山の子ども達が集まり、大変喜んでいただけました。 

 

● １２月２日（日） 「クリスマス 子どものゆめイベント」を開催 

姫路市立動物園において開催しました。 

クリスマスコンサート・絵本の読み聞かせ・プレゼントが貰えるゲーム等を行いました。動物園の皆様が、 

「ぞう」と「きりん」の餌やり体験をして下さいました。通常 12月は、動物園の入場者数は少ないそうですが、 

当日は 3,268 人もの入場者があり、動物園の皆様にも大変喜んでいただき、大盛況で終わることが出来ました。 

ゲームを通じて、子ども達に沢山の動物を見てもらえたのではないかと思います。 

 

【今後の活動】 

この部会が始まった当初は、不安でいっぱいでしたが、皆 

様の協力を得て、無事イベントに参加、開催させていただく 

ことが出来ました。 

メッセで配布の「エビ作り」、クリスマスイベントで配布の 

「割り箸鉄砲作り」、どちらもとても楽しかったです。 

来年はより良い活動になりますよう、努力して参りたいと 

思います。 
  

希望が育つ中播磨部会 

平成 30年度 第２回総会（淡路で研修会）を開催 

 



 

今年度の活動として、①ご高齢の方に対してのアンケート調査②体力測定会の実施をさせて頂きました。 
 
 
● 中播磨地域にお住いの高齢の方に対してアンケート調査を実施 

日々の生活における困りごとなどを聴取しました。得られた結果として、自治会活動が免除になることで地域

の方と顔を合わせることが少なくなることや、独居生活で日常会話が乏しいことなど地域社会における孤立感を

感じられている方もおられました。地域内で交流の機会が増えてほしいという希望の声も上がっています。また、

歳を重ねることでの体力面の心配や老老介護など未来の展望に対する不安感を募らせている方もおられました。 

アンケート回答数が少なく、中播磨地域の方の声を網羅できた結果とは言えませんが、得られた結果を基に次

年度の取り組みに反映できればと考えています。 

 

● 体力測定会 （９月６日 市川町 ・ ９月１１日 福崎町で開催） 

福崎町、市川町、姫路市で体力測定会を開催しました。ご自身の体力がどれくらいなのか把握する機会に、ま

た運動を続けて健康づくりに取り組むきっかけになればと考えています。体力測定種目の点数によってご自身の

得意な運動・苦手な運動が分かります。これによって健康で過ごすために日々取り組む運動や、生活でどういう

ことが困りやすいかが分かってきます。今年度はお住まいの地域によって体力測定の結果に差異があるのかを分

析しています。現在分析中なので、結果が出次第それに伴った啓発を検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

 

 

● １１月１１日（日） 野里地区自主防災訓練に参加 

防災グループでは「自ら参加をしてみたくなる防災訓練を企画しよ 

う！」と活動を重ねました。モデル地区である姫路市野里自主防災会 

の協力のもと、姫路市立野里小学校に於いて事業を実施しました。 

「防災スリッパ」「防災ポンチョ」「段ボールトイレ」を作る体験。 

そして、卵の殻をガラスの破片に見たてた「災害時の疑似体験コーナー」。 

また、展示スペースでの「男性、女性、高齢者用を想定した非常持出し袋」 

の展示にも多くの方が押し寄せ、最近自然災害が多発していることもあり、 

防災に関心を持っている方が増えていることを実感しました。 

参加者からも様々な質問が飛び交い「防災への備えの必要性」を伝えられる 

ことが出来た防災訓練でした。「こんなに楽しい防災訓練ははじめて。また参 

加したい」「いつもの訓練と違っていた楽しかった」という感想が参加者から 

多く届きました。また、連合自治会長からの「参加者からの評判が良く、来年 

も期待しているよ」との言葉に、参加したビジョン委員も活動にやりがいを感 

じる一日となったようです。 

「自分ができることで地域に役に立てる活動がしたい」とメンバーが話して 

いた場面が浮かんできて、最初に掲げた目標が一つずつ達成でき、充実感いっ 

ぱいの防災訓練にメンバーのモチベーションも上がりました。 

来年度はさらに工夫した体験型防災訓練を企画し、防災訓練を実施する地区を増やそうと思います。そして、自ら

地域の防災訓練に参加したい人を増やし、防災意識の向上につながる活動を拡げていきたいと思います。 

安全安心中播磨部会 防災グループ 
 

安全安心中播磨部会 医療・福祉グループ 



 

 
 
「桜を活用したまちづくり」をテーマに姫路城に植栽されている桜の木に元気がないが、桜の木がある場所は人

が集う場所となり、また人に元気を与えることができる。姫路城を起点に中播磨地域を桜の木でいっぱいにするこ

とにより自然豊かで元気なまちづくりを目指します。 

 

● 10月 28日 第 23回 ひめじ国際交流フェスティバルに参加 
 大手前公園に於いてゴミの分別収集啓発活動に参加しました。 

 本年度より、ペットボトルのキャップ回収を始めました。出店業者の方の 

 ゴミの処理という問題が出ました。今後、実行委員会で議論して頂けると 

 伺って安心しました。 

 

● 7月 7日 夢前川河口から雪彦山までの桜の現状の調査 

 

● 11月 20日 姫路城三の丸広場桜の生育状況の調査 

 

● 1月 30日 夢前川下流の桜の生育状況の調査 

隣の木の枝と枝の重なりが多くて光合成が出来にくい 

樹木があり、また、根の周りがコンクリートでおおわれ 

ていて生育には適さない状態だと感じました。 

日本花の会樹木医・和田博幸さんの DVDを今後の活動 

の参考にしたいと思います。 

 

 

                      

 

 
 
● 平成３０年９月２３日（日） 「生野 第１７回銀谷まつり」 に出展参加 

８名のビジョン委員が鍛冶屋町通りで、ビジョン幟旗を掲示し、風船配りとアン 

ケート取り寄せ及び銀の馬車道 PR資料の配布を行いました。400 個の風船は好評 

裏に完売し、アンケートも予定していた 100枚が完売状態になりました。 

生野町商工会の方からは、中播磨ビジョン委員会活動を歓迎され、来年の参加要 

請をいただききました。 

● 平成３０年１０月２８日（日） 「地域活動交流メッセ＆姫路港ふれあいフェス」 に出展参加 

６名のビジョン委員が飾万津臨港公園にて風船配りとアンケート取り寄せ等を行いました。とりわけ風船が好評

で予定数の 300 個が行列待ちの中、完売しました。多数の方が激励に来られ、近郊の飾磨自治会の方々にも「銀の

馬車道」に強い関心をお持ちいただきました。 

● 平成３０年１１月１１日（日） 「市川町 橋本忍生誕１００周年記念事業」 に出展参加 

６名のビジョン委員が市川町文化センターひまわりホールでアンケート取り寄せと資 

料配布を行いました。ビジョン委員１期生の方も立ち寄られ、ビジョン活動の PR が出 

来ました。名画「羅生門」「七人の侍」の脚本内には、橋本忍さんの幼少時に祖母から 

聞いた話が活かされているとのことです。感動しました。 

● 平成３０年１２月２１日（日） 「神河町ミヤナリエ・銀の馬車道版」 の応援 

14名のビジョン委員が神河町宮野地区のイルミネーションでの地域活性地を見学いたしました。日没から各家々

でオリジナルデザインが点灯され、幻想的で地域の皆様の暖かい志を感じました。神河町職員の方による観光ガイ

ドも素晴らしく、元気をいただきました。 
 

※ 元気交流中播磨部会「銀の馬車道」活性化グループは、活動参加への飛び入りは大歓迎の姿勢で進めています。 

元気交流中播磨部会 銀の馬車道活性化グループ 

自然豊かな中播磨部会 



 

 
 
 僕たち私たち歴史文化グループは、姫路市・神河町・市川町・福崎町の 

未来に残したい歴史文化を探求しています。各地の伝統的な文化を発掘し、 

地域間交流や国際交流を進めるための活動を、和気あいあいとしています。 

 

 活動の一つを紹介しますと、姫路市船津町八幡でのコスモス・芋煮祭り 

に参加した中で、次のようなことを発見しました。それは「日本の国史」 

をまとめようと中心に活動した三上参次さんの功績です。今はあまり有名 

ではないかも知れませんが、いずれは注目される人物で間違いありません。 

 

 このような魅力ある人物を発掘し、後世に伝えることも活動の醍醐味です。 

中播磨地域の将来を考え、熱意を持って取り組んでいますので、生き生きと 

したメンバーを中心とした歴史文化グループは「活動の輪」を拡げています。 

 
 
 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

● １０月２８日（日） 「中播磨地域活動交流メッセ」に参加 

  坊勢の穴子を使った「穴子飯」を提供に決定し、9 月 23日に飾磨公民館で試作 

会を行いました。メッセ当日は、準備していた容器では数が足りなくなり少し慌 

てましたが、皆さんの協力のおかけで無事終えることができました。また、レシ 

ピを配る予定でしたが、「穴子飯」を配ることに気を取られて、配ることができず 

に残念でした。 

今回の反省点を次回にいかしたいと思います。 
 

● ２月１０日（日） 網干の牡蛎養殖・「謹成丸」を訪ねて 

「兵庫の牡蛎」と言えば、赤穂、相生のイメージが強く、比較すると規模・実績とも劣るが、揖保川のミネラ

ルを多く含んだ河口で豊富なプランクトンを授かり、最適の牡蛎養殖場が網干沖」と謹成丸の上田さんは語る。 

播磨地方の牡蛎には主に広島・宮城から種牡蛎を仕入れて養殖している 

が、最近では求める質・量・価格の確保がむずかしくなっているのが現 

状のようです。それらを踏まえて網干独自の特色を持った牡蛎を、良質 

で安定した生産量を確保する対策はないかと考えたそうです。幸い県の 

協力を得て、自社ブランドの『千姫牡蛎』を直売店で販売されていまし 

た。大粒で濃厚な『千姫牡蛎』、我々も試食したが、塩味の中にもしっか 

りとした甘味と予想以上のプリプリ感を味わえた。作業場と加工場を見 

学させて頂き、我々が簡単に口にする食材は一人ひとりの労力と生産者 

の努力で食卓に届いている事をあらためて痛感しました。 

元気交流中播磨部会 歴史文化グループ 

元気交流中播磨部会 食と交流グループ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


